
項目(担当) 重点目標 具体的方策 達成度 最終評価
次年度への課題

次年度への行動目標

式

典

・

集

会

(

総

務

)

体育館にて通常の式典

を行う。時季によりＨＲで

も式典を行えるよう、儀

式礼法を心掛ける。

各式典および集会における集合状況・身だ

しなみの他、ＴＰＯに応じた行動をとれるよう

生徒に指導する。

A

・季節に応じ、体育館での対面による式典

や体調面を考慮しオンラインでの式典など

を行った。

・身だしなみを整えることにも注力しTPO

に応じた行動をとれるよう指導した。

・2学期制に伴い、長期休業の前後に行う

全校集会の在り方を検討し、学年集会とし

て運営していく。

中川青和高校、惟信高校との連携。学校行

事参加をPTA役員理事に限らず、全PTA

会員に促し、できるところで多くの方に関

わってもらえるようにする。
B

・近隣高校との連携をすることができず、地

域の見守り活動が縮小された。

・本校の活動としてはたくさんのPTA役員

の協力のもと運営することができた。

・PTAの活動時期の見直しと偏りをなくす

ため月１回程度の活動となるよう年間計画

をたてる。

ＰＴＡや地域との連携を図りながら、PTA機

関紙を充実させ、活動の発信を積極的かつ

適時に行う。本校のさまざまな活動内容を、

より魅力のあるものとして外部に発信できる

よう努力する。

B
・陽光のデジタル発行すること、学校行事を

その都度、HPやSNSで発信することがで

きた。

・陽光の記事内容の充実や、HPやSNSの

掲載回数を行事のみだけでなく日常の様

子なども含めて発信していく。

生徒自身が防災活動に参加する機会を確

保するとともに、校内における防災ポスター

の掲示や有事に備えた防災訓練を実施す

る。また、地域関係諸機関の協力を得て生

徒個人が地域に貢献できる行動力を身に

つける。

A

・防災訓練では地域住民も参加し、消防署

と協力して様々な体験活動をした。

・高校生防災セミナーでは本校の取り組み

を発表し好評を得た。

・体験内容と時間調整と共に、より多くの体

験ができるように計画をしていく。

・高所避難のタイミングを開始時にせず体

験の合間に行い、体験場所での避難や高

所への避難の経路なども確認させる。

教務部会、教科主任者会を定期的に開催

し、情報を吸い上げ、不安要素を早めに解

消していく。 A
・教科主任者会をほぼ毎週開催し、やるこ

との周知や各教科の不安を早めに吸い上

げ、対応することができた。

・期限の設定はできたが、期限内に完了で

きなかったものもあったので、教務作業も

含めて勤務時間内で完了できるような設

定をしたい。

ワーキンググループと連携し、授業内評価

の手引きの作成や研修の機会を設ける。
C

・授業内評価の手引きについて、案までは

作成することができたが、ワーキンググルー

プと共有するまではできなかった。

・カリキュラム変更を検討しているので、授

業内評価も含めて学校全体で考えていけ

るようにしたい。

近年の入試動向を把握し、進路の手引きや

各種ガイダンスの内容をより効果的なもの

にして、本校の進路指導についての共通理

解をはかる。また、進路検討会を実施して進

路に関する生徒情報の共有を深める。

B

・具体的方策に記載されているガイダンス

や進路検討会を実施した。

・普段のコミュニケーションを密にとり生徒

情報の共有を積極的に行った。

・本年度は第3学年のみ進路検討会を行っ

たが、他学年でも実施していきたい。

職場見学会や知の探究講座等への参加を

積極的に勧める。
A

・職場見学会や一日看護体験等、開催され

ている講座の情報を漏れなく生徒へ伝える

ことができた。

・生徒の将来の夢と関連がある講座等によ

り積極的に参加してもらえるとよい。

補習・模擬試験等についての情報や将来の

重要性の周知を強化し、主体的な参加に結

びつける。
B

・進学に必要となる生徒が受験、受講でき

たと考えている。

・採用する模擬試験を精選し、より生徒の

目指す学力レベルに合ったものにしていき

たい。

保護者会では教育資金に関するパンフレッ

トなどの配布資料の内容を充実させ、必要

な情報を発信する。 B
・主に教育資金に関する資料を配布するこ

とで情報提供を行った。

・各家庭の経済状況も踏まえながら、生徒

に合った情報を個別に発信していきたい。

生徒観察や心の健康アンケートなどを通し、

生徒の心理変化や環境変化に気付き、早期

発見に努め学年･学校全体で即時対応をす

る。
B

・いじめ防止基本方針に則り、担任から情

報共有を受け、迅速に対応することができ

た。

・特に、各担任の先生方の生徒の観察力・

日頃の指導のおかげです。

・いじめの予兆を見逃さないように、特に経

験の浅い先生方をどうサポートしていくか

が課題である。

定期的な点検、登校指導、巡回指導により、

制服の正しい着用・清潔な頭髪の維持・装

飾品の不着用を徹底させる。 C
・身だしなみについての共通理解は難しく、

昨今の生徒指導の現状を職員全体へ周知

することができなかった。

・生徒指導提要の内容を受けて、本校とし

てより良い指導の在り方を模索していきた

い。

学年および教育相談との連携を密に図り、

個別の事情に配慮した指導を行う。 A
・様々な案件があったが、先生方の協力・

助言があり、個別の事情に配慮した指導が

できた。

・情報共有のタイムラグをいかに少なくする

かが課題である。

校内外での交通安全啓発活動を充実させ、

意識の向上を図る。 B
・港警察署員・港区役所職員の皆様の協

力をいただき、活動することができた。

・交通マナーの周知やヘルメットの着用促

進を行っていきたい。

学習と部活動の両立できる環境を整えるな

ど、部活動に所属する部員数を増やす。

部活動の精選やあり方を見直し、持続可能

な部活動運営ができるようにする。
B

・学習と部活動の両立を意識した取組を進

め、運営改善に一定の成果を見られたもの

の、部員数の減少が課題として残った。

・部員数の減少の要因を分析し、活動内容

や体制を精選するとともに、生徒のニーズ

を踏まえた魅力ある部活動づくりを進める。

生徒会執行部との連携をしっかりと図り、学

校行事を生徒が主体性を持って企画・運営

できるように指導・支援する。 A

・週に２回、執行部会を開催し、行事に備え

た活動ができた。

・季節のイベントを企画運営し、主体的に活

動ができた。

・来年度も継続して、生徒会執行部が主体

的に活動することを見守りたい。

実施可能なボランティア活動を検討し、年

間を通して計画的に実施していく。

B

・岩手県大船渡市の林野火災の復興支援

活動をおこなった。

・アジア・アジアパラ競技大会が開催され

る稲永公園でスポーツフェスタにボランティ

アとして参加した。しかし参加人数を増やす

ことはできなかった。

・来年度も被災地支援を継続して実施する

ために、計画していきたい。

・参加人数を増やす方法を検討していきた

い。

生

活

指

導

(

生

徒

指

導

)

(1) いじめ防止基本方

針に則り、いじめのない

安心・安全な学校づく

り。

(2)将来の社会人、職業

人としての規範意識やマ

ナーを徹底指導し、基本

的生活習慣が確立され

た高い品位、品格と道徳

心を持つ生徒の育成。

(3)個に応じた指導の充

実。

(4)交通安全指導の徹

底。

生徒会活動

(生徒会)

(1)生徒会活動、学校行

事、部活動への意欲を高

め学業との両立を図る。

(2)生徒会活動を充実

し、生徒が自ら意欲的に

学校づくりに参画する機

会を作る。

(3)地域交流やボラン

ティア活動の推進により

自己有用感を醸成する。

本年度の

重点目標

①生徒の主体性と責任感を育む教育活動の充実

②社会で必要となる力を育む全体指導の徹底と、生徒個々の状況に応じた個別対応の充実

③探究的な学び、協働的な学び、個別最適な学びの充実 

④総合学科での学びを生かした進路希望の実現

⑤職員が働きやすい環境

Ｐ

Ｔ

Ａ

活

動

・

外

部

と

の

連

携

(

総

務

)

(1)ＰＴＡ活動の充実を

図るとともに、保護者の

学校行事への参加率向

上に繋がるよう、さまざ

まな行事を通じて、保護

者相互の連携を強める。

(2)地元地域との連携強

化を図り、地域に愛さ

れ、誇りとなる学校とな

るよう努める。

(3)地域関係諸機関との

連携を強化し、地域防災

の意識高揚を図る。

学

習

指

導

(

教

務

)

２学期制についての対応

と授業内評価の充実

進

路

指

導

(

進

路

)

(1)生徒個々の夢や適性

を見据え、総合学科での

学びを生かした指導体

制を確立する。

(2)インターンシップや

大学での学びの拡大に

より、夢を持たせ主体的

に将来設計を構築させ

る。

(3)補習・模試・共通テ

スト・資格取得等へ意欲

的に取り組ませることに

より、粘り強く挑戦する生

徒を育成する。

(4)保護者へ提供する進

路情報の充実と教員研

修の充実。
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項目(担当) 重点目標 具体的方策 達成度 最終評価
次年度への課題

次年度への行動目標

・健康診断を適切に行い、事後措置を実施

する。

・学年会や相談委員会を活用し、情報共有

に努める。 B

・検診後、早期に受診勧告を配布し、必要

に応じて個別指導を実施。健康診断結果に

ついては保護者会で配布した。

・心身の健康状態について、教育相談委員

会や学年と情報共有を図り連携を強化し

た。

・担任、学年だけでなく保護者とも連携しな

がら生徒の心身の健康の保持増進を図る。

・教員による指導の下、清掃をしっかりと行

う。

・委員会活動を充実させる。

・毎月、安全点検を実施する。
B

・清掃日が週3回のため、トイレ清掃が丁寧

にできないなどの課題がある。

・エコ委員の活動については、ごみの分別

や美化デーでの校内清掃を行い、取り組み

は良好であった。

・安全点検の報告が期限内に実施されな

いことが多い。

・清掃日を増やすことも視野にいれながら、

毎回の清掃をより丁寧に行うよう教職員に

依頼する。

・美化デーを有効活用しながら、校内美化

に努める。

・毎月確実に安全点検が行われるよう、実

施方法の改善を検討していく。

・相談支援体制を充実させ、早期対応・専

門職との連携を図る。

・自殺予防啓発体制を整備する。

A

・SSWがほぼ毎週来校したおかげで迅速

かつ適切な対応ができた。

・相談委員会に後期は校長の参加があり、

学内での情報共有とともに支援体制構築

の可能性を見ることができた。

・相談委員会への管理職の参加。

・関係機関へのSSWの積極的な働きかけ

が活きるような保護者との連携強化（介入

を嫌う保護者が多いため真のケアに至らな

い。）

・担任レベルでなく学校単位での対応がで

きる体制づくり

学校を紹介する場面を増やすことや、ＳＮＳ

を活用し、学校生活の様子を発信すること

で、地域の中学生に本校を知ってもらう。ま

た、学校全体の様々な活動をSNSに掲載で

きるような掲載体制の構築を目指す。
A

・広報活動の充実により、希望調査で第一

志望者数は増加した。

・地域の中学校へのパンフレット配布や上

級学校説明会への参加、進学フェアへの参

加を通して、本校の特色を直接伝える機会

を増やした。

・投稿内容が一部の授業に偏り、学校全体

の多様な活動を十分に発信できていない

ことが課題である。

・次年度は、授業・部活動・委員会活動な

ど幅広い場面から計画的に素材を収集し、

動画投稿を含めたSNS発信の充実を図る

ことで、より効果的な広報活動と志願者増

加につなげていく。

地域・企業と連携し問題解決学習に取り組

み、達成感や充実感を味わわせ、探究活動

を発表する場を設ける。

B

・各学年で探究活動を進めることができ

た。

・質の高い成果物を完成させることができ

た者も、校外で実りのある活動ができた者

もいた。

・校外での活動における生徒旅費が問題

になったため、連携先を検討する際にどの

ような内容で連携し、旅費をどうするかまで

決めておきたい。

・もう少し校外で探究を実践出来る場を増

やしたい。

進路指導部と連携したガイダンスの充実と

ともに、各学年において探究活動の意義を

意識した指導ができるようサポートし、それ

らの成果を生かした進路指導のあり方の研

究を進める。

B
・３年生の進路指導の時間を総合的な探究

の時間内で行ったが、その内容や進行につ

いて連携まではできなかった。

・より計画的で効果的な指導ができるよう、

どの時期にどのような内容を指導するの

か、進路指導部との調整が必要である。

ネットワーク業務の効果的・効率的な運用

方法を探る。同時に、各教科で行われてい

るICT機器を用いた実践を持ち寄り、情報

共有することで、利用シーンを増やしてい

く。

B

・情報化推進委員会、教育DX推進委員

会、ネットワーク担当者で連携し校務、授業

の情報化や生徒用端末のBYOD化への対

応ができた。

・各教科で行われているICT機器を用いた

実践を集約し、共有することが不十分で

あったため、次年度はこの点に力を入れた

い。

地域連携

（教頭等）

地域の資源や力を活か

した実践的な学びの充

実

総合学科としての特色ある授業で地域や企

業と連携して、活動してその内容を発信す

る。生徒が自ら考えて行動する機会を数多く

作り、生徒の成長を促す。 A

・地域の住民を巻き込んだ防災訓練を行っ

たり、保育園や企業と連携して授業したりし

て、総合学科の特色を生かした活動ができ

た。

・その取り組みをメディアを使って広く発信

できた。

・地域を巻き込んだ取り組みを今後も引き

続き続けていきたい。

・しかし、週休日の拘束時間も増加してしま

うため、活動の時間帯を工夫し、平日に取

り組めるような仕組みを検討していきたい。

心身の健康 ウェルビーイングな職場

づくりを目指す。

職員室に全職員の席を用意し、仕事に対す

る意識を共有し、フォローしあえる環境をつ

くる。

職員室の施錠時間を明示し、それに向けて

の業務量調整を主任を中心に行う。

A

・昨年度の仕事の見える化を踏まえて、主

任が業務量の調整を行った。

・全体として、校舎施錠時間ギリギリまで仕

事をする職員は減ったが、一部の職員は毎

日残っている。

・長期休業中を中心に年休はとれる体制で

あるが、日頃から早く仕事を終えることがで

きるような改善策を検討していきたい。

・職員全体として、時間内に仕事を終える

意識と休みを取る意識は出来てきたと思

う。

・施錠時間に管理職が声をかけることなく

時間を意識して仕事を進めることができる

よう意識改善を進めたい。

・また、カリキュラムの変更を含め、日常的

な教材研究の時間を効率的に行えるような

取り組みを検討していきたい。

学校保健

(保健)

(1)計画的、適切に健康

教育を充実させ、生徒の

心身の健康の保持増進

に努める。

(2)清掃指導の充実、施

設・設備の定期的な安

全点検の実施により、清

潔で安全な校内外の環

境づくりを推進する。

(3)スクールカウンセ

ラー及びスクールソー

シャルワーカー等との連

携を強化し、支援を必要

とする生徒への教育相

談体制の充実を図る。

(4)自殺予防啓発指導

の充実を図る。

総合学科

(推進)

(1)本校の教育内容を、

より多くの人に知っても

らえる効果的な広報活

動を通した志願者数増

加。

(2)「キャリア探究Ⅰ～

Ⅲ」のより効果的な指導

方法の研究。

(3)総合学科ならではの

探究活動や行事での体

験を生かした進路指導

の充実に向けた連携強

化と指導体制の構築。

(4)ICT機器の効果的

な活用方法の研究・実

践。
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